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す
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規

則
（
教
）

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公

布
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
八
号

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
東
京
都
教
育
委
員

会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
一
年
三
月
」
を
「
一
年
六
月
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
職
員
の
現
住
居
が
」
を
削
り
、
「
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、
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職
員
が
当
該
住
居
の
復
旧
作
業
等
の
た
め
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
、
職
員

が
」
に
、
「
場
合
」
を
「
と
き
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

職
員
の
現
住
居
が
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
場
合
で
、
当
該
職
員
が
そ
の
復
旧
作
業
等
を
行
い
、

又
は
一
時
的
に
避
難
し
て
い
る
と
き
。

二

職
員
及
び
当
該
職
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く
不

足
し
て
い
る
場
合
で
、
当
該
職
員
以
外
に
は
そ
れ
ら
の
確
保
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
又
は
損
壊
し
た
」
を
「
若
し
く
は
損
壊
し
た
日
又
は
生
活
に
必
要
な
水
、

食
料
等
が
著
し
く
不
足
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
損
壊
し
た
」
を
「
若
し
く
は
損
壊
し

た
こ
と
又
は
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く
不
足
し
た
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
介
護
休
暇
を
承
認
さ
れ
た
期
間
又
は
前
項
」
に
改
め
、
「
、

第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
介
護
休
暇
に
あ
っ
て
は
」
を
削
り
、
「
期
間
」
を
「
各

期
間
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
（
都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
時
間
講
師
に
関

す
る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
四
号
。
以
下
「
時
間
講
師
規
則
」
と

い
う
。
）
第
十
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
日
勤
講
師
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
九
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
六
十
号
。
以
下
「
日
勤
講
師
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二

十
一
条
第
二
号
及
び
東
京
都
公
立
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則

（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
。
以
下
「
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規

則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
育
児
時
間
、
改
正

後
の
規
則
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
災
害
休
暇
及
び
改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
（
時
間
講
師
規
則

第
十
八
条
の
三
第
二
項
、
日
勤
講
師
規
則
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間

規
則
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
介
護
休
暇
の
請
求
等

は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
教
育
委
員
会
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
九
号

東
京
都
教
育
委
員
会
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
教
育
委
員
会
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
七
年

東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
慶
弔
休
暇
」
の
下
に
「
、
災
害
休
暇
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
災
害
休
暇
）

第
二
十
三
条
の
二

災
害
休
暇
に
つ
い
て
は
、
規
則
第
二
十
五
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
十
条
中
「
、
第
二
十
三
条
」
を
「
か
ら
第
二
十
三
条
の
二
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
教
育
委
員
会
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
規
則
第
二
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
災
害
休
暇
の
請
求
等
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に

お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
公
立
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
号

東
京
都
公
立
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
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東
京
都
公
立
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東

京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
慶
弔
休
暇
」
の
下
に
「
、
災
害
休
暇
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
災
害
休
暇
）

第
二
十
三
条
の
二

災
害
休
暇
に
つ
い
て
は
、
規
則
第
二
十
六
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
十
条
中
「
、
第
二
十
三
条
」
を
「
か
ら
第
二
十
三
条
の
二
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
公
立
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
規
則
第
二
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
災
害
休
暇
の
請
求
等
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
お

い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

都
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
一
号

都
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

都
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

こ

第
六
条
の
二
中
「
次
の
」
を
「
懲
役
、
禁
錮
若
し
く
は
拘
留
の
刑
の
執
行
の
た
め
若
し
く
は
死
刑
の

言
渡
し
を
受
け
て
刑
事
施
設
に
拘
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
労
役
場
留
置
の
言
渡
し
を
受
け
て
労
役
場
に

留
置
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
法
律
第
二
百
八
十
六

号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
監
置
の
裁
判
の
執
行
の
た
め
監
置
場
に
留
置
さ
れ
て
い
る
」
に
改
め
、
同

条
各
号
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令
（
教
）

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
九
号

都

立

高

等

学

校

都
立
中
等
教
育
学
校

都
立
特
別
支
援
学
校

都

立

中

学

校

都

立

小

学

校

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
四
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
教
育
委
員
会

第
五
条
第
一
項
中
「
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
」

を
「
非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
号

都

立

高

等

学

校

都
立
中
等
教
育
学
校

都
立
特
別
支
援
学
校

都

立

中

学

校

都

立

小

学

校

地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
旅
費
規
程
（
昭
和
五

十
四
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日
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東
京
都
教
育
委
員
会

た
だ
し
書
中
「
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
」
を
「
非
常
勤
職

員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
交
）

◉
交
通
局
規
程
第
七
十
五
号

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
交
通
局
規
程

第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
一
年
三
月
未
満
」
を
「
一
年
六
月
に
達
し
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
た

だ
し
書
中
「
一
年
三
月
」
を
「
一
年
六
月
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
職
員
の
現
住
居
が
」
を
削
り
、
「
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、

職
員
が
当
該
住
居
の
復
旧
作
業
等
の
た
め
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
、
職
員

が
」
に
、
「
場
合
」
を
「
と
き
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

職
員
の
現
住
居
が
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
場
合
で
、
当
該
職
員
が
そ
の
復
旧
作
業
等
を
行
い
、

又
は
一
時
的
に
避
難
し
て
い
る
と
き
。

二

職
員
及
び
当
該
職
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く
不

足
し
て
い
る
場
合
で
、
当
該
職
員
以
外
に
は
そ
れ
ら
の
確
保
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
損
壊
し
た
日
」
の
下
に
「
又
は
生

活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く
不
足
し
た
日
」
を
加
え
、
「
一
週
間
」
を
「
七
日
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
と
き
は
、
」
の
下
に
「
災
害
に
よ
り
」
を
加
え
、
「
又
は
損
壊
し
た
」
を
「
若
し
く
は

損
壊
し
た
こ
と
又
は
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く
不
足
し
た
」
に
、
「
証
明
書
」
を
「
証
明

書
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
介
護
休
暇
を
承
認
さ
れ
た
期
間
又
は
前
項
」
に
改
め
、
「
、

第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
介
護
休
暇
に
あ
っ
て
は
」
を
削
り
、
「
期
間
」
を
「
各

期
間
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る

規
程
（
以
下
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
（
東
京
都
交
通
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
交
通
局
規
程
第
七
号
。
以
下
「
会
計
年
度
任

用
職
員
勤
務
時
間
規
程
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す

る
育
児
時
間
、
改
正
後
の
規
程
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
災
害
休
暇
及
び
改
正
後
の
規
程
第
二
十
七

条
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
規
定
す
る
介
護
休
暇
の
請
求
等
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
七
十
六
号

東
京
都
交
通
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
交
通
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
交
通

局
規
程
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
慶
弔
休
暇
」
の
下
に
「
、
災
害
休
暇
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
災
害
休
暇
）

第
二
十
三
条
の
二

災
害
休
暇
に
つ
い
て
は
、
規
程
第
二
十
五
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
十
条
中
「
、
第
二
十
三
条
」
を
「
か
ら
第
二
十
三
条
の
二
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
交
通
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
規
程
第
二
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
災
害
休
暇
の
請
求
等
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
前
に
お
い

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
七
十
七
号

東
京
都
交
通
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
交
通
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年

交
通
局
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
災
害
休
暇
を
承
認
さ
れ

て
い
る
場
合

第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
九
条
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
九
条
第
二
項
第
十
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
三
十
号

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
水
道
局
長

西

山

智

之

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
水
道
局
管

理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
一
年
三
月
」
を
「
一
年
六
月
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
職
員
の
現
住
居
が
」
を
削
り
、
「
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、

職
員
が
当
該
住
居
の
復
旧
作
業
等
の
た
め
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
、
職
員

が
」
に
、
「
場
合
」
を
「
と
き
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

職
員
の
現
住
居
が
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
場
合
で
、
当
該
職
員
が
そ
の
復
旧
作
業
等
を
行
い
、

又
は
一
時
的
に
避
難
し
て
い
る
と
き
。

二

職
員
及
び
当
該
職
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く
不

足
し
て
い
る
場
合
で
、
当
該
職
員
以
外
に
は
そ
れ
ら
の
確
保
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

第
二
十
九
条
第
二
項
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
損
壊
し
た
日
」
の
下
に
「
又
は
生

活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く
不
足
し
た
日
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
損
壊
し
た
」
を

「
若
し
く
は
損
壊
し
た
こ
と
又
は
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く
不
足
し
た
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
四
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
介
護
休
暇
を
承
認
さ
れ
た
期
間
又
は
前
項
に

規
定
す
る
」
に
改
め
、
「
、
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
介
護
休
暇
で
、
六
月
の
期

間
経
過
後
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
」
を
削
り
、
「
期
間
」
を
「
各
期
間
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程

（
以
下
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
第
二
十
五
条
（
東
京
都
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
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務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
六
号
。
以
下
「
会

計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
規
定
す
る
育
児
時
間
、
改
正
後
の
規
程
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
災
害
休
暇
及
び
改
正
後
の
規
程

第
三
十
二
条
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
規
定
す
る
介
護
休
暇
の
請
求
等
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
三
十
一
号

東
京
都
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
水
道
局
長

西

山

智

之

東
京
都
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
東
京

都
水
道
局
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
慶
弔
休
暇
」
の
下
に
「
、
災
害
休
暇
」
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
災
害
休
暇
）

第
二
十
一
条
の
二

災
害
休
暇
に
つ
い
て
は
、
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
十
八
条
中
「
、
第
二
十
一
条
」
を
「
か
ら
第
二
十
一
条
の
二
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
規
程
第
二
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
災
害
休
暇
の
請
求
等
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
前
に
お
い

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
三
十
二
号

東
京
都
水
道
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
水
道
局
長

西

山

智

之

東
京
都
水
道
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年

東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、

第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
十
三
条
及
び
第
二
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
災
害
休

暇
を
承
認
さ
れ
て
い
る
場
合

第
二
十
三
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
五
条
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
第
十
号
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
下
水
）

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
一
号

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
下
水
道
局
長

佐
々
木

健

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
下

水
道
局
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
一
年
三
月
」
を
「
一
年
六
月
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
職
員
の
現
住
居
が
」
を
削
り
、
「
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、

職
員
が
当
該
住
居
の
復
旧
作
業
等
の
た
め
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
、
職
員

が
」
に
、
「
場
合
」
を
「
と
き
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

職
員
の
現
住
居
が
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
場
合
で
、
当
該
職
員
が
そ
の
復
旧
作
業
等
を
行
い
、

又
は
一
時
的
に
避
難
し
て
い
る
と
き
。

二

職
員
及
び
当
該
職
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く
不

足
し
て
い
る
場
合
で
、
当
該
職
員
以
外
に
は
そ
れ
ら
の
確
保
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

第
二
十
九
条
第
二
項
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
損
壊
し
た
日
」
の
下
に
「
又
は
生

活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く
不
足
し
た
日
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
損
壊
し
た
」
を

「
若
し
く
は
損
壊
し
た
こ
と
又
は
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く
不
足
し
た
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
介
護
休
暇
を
承
認
さ
れ
た
期
間
又
は
前
項
」
に
改
め
、
「
、

第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
介
護
休
暇
に
あ
っ
て
は
」
を
削
り
、
「
期
間
」
を
「
各

期
間
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す

る
規
程
（
以
下
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
第
二
十
五
条
（
東
京
都
下
水
道
局
会
計
年
度
任
用

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
七
号
。

以
下
「
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
育
児
時
間
、
改
正
後
の
規
程
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
災
害
休
暇
及
び
改
正

後
の
規
程
第
三
十
一
条
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
介
護
休
暇
の
請
求
等
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
二
号

東
京
都
下
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
下
水
道
局
長

佐
々
木

健

東
京
都
下
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
東

京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
慶
弔
休
暇
」
の
下
に
「
、
災
害
休
暇
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
災
害
休
暇
）

第
二
十
二
条
の
二

災
害
休
暇
に
つ
い
て
は
、
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
十
九
条
中
「
、
第
二
十
二
条
」
を
「
か
ら
第
二
十
二
条
の
二
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
下
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
規
程
第
二
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
災
害
休
暇
の
請
求
等
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
前
に
お

い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
三
号

東
京
都
下
水
道
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
下
水
道
局
長

佐
々
木

健

東
京
都
下
水
道
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七

年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
九
条
第
二
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、

第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
災
害
休
暇
を
承
認
さ
れ

て
い
る
場
合

第
十
六
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
九
条
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
九
条
第
二
項
第
十
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令
（
議
）

◉
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
五
号

東
京
都
議
会
議
会
局

東
京
都
議
会
議
会
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年

東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
議
会
議
長

宇
田
川

聡

史

第
十
四
条
第
一
項
中
「
慶
弔
休
暇
」
の
下
に
「
、
災
害
休
暇
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
災
害
休
暇
）

第
二
十
二
条
の
二

災
害
休
暇
に
つ
い
て
は
、
規
則
第
二
十
五
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
十
九
条
中
「
、
第
二
十
二
条
」
を
「
か
ら
第
二
十
二
条
の
二
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
議
会
議
会
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
規
程
第
二
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
災
害
休
暇
に
係
る
請
求
等
は
、
こ
の
訓
令
の
施
行
の
日

前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
六
号

東
京
都
議
会
議
会
局

地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
旅
費
規
程
（
昭
和
五

十
四
年
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日

東
京
都
議
会
議
長

宇
田
川

聡

史

た
だ
し
書
中
「
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
」
を
「
非
常
勤
職

員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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